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【別添資料：その他 5 職種の結果】 

～営業、広報・宣伝、情報システム、総務・人事、経営・経営企画～ 

◆営業担当の環境貢献意識： 

４割以上の営業担当が「円滑な営業活動のために自社が環境貢献について発信することは重

要」と回答 

営業担当（150 名）に絞って調査を行ったとこ

ろ、「他部署と比較して営業担当はとくに紙

を使っている」と回答したのは、全体の約 4

割という結果となり、営業担当の 3 人に 1 人以

上が、他部署と比較した自身の環境貢献度合

いを意識していることが分かりました。 

また、円滑な営業活動を推し進めるにあたっ

て、自社が環境貢献について発信することについて尋ねたところ、こちらも 4 割以上が会社と

しての発信が営業活動において重要だと感じているという結果が出ました。なお、「感じる」

と回答した人の内訳を会社規模別に見ると、特に 300～3,000 名未満の規模の会社では 7 割以上

が「感じる」としており、環境貢献についての発信の重要性を意識する傾向が強いことが分か

りました。 

Q. 「他部署と比較して、営業担当はとくに紙を使っている」と感じる
（ｎ＝営業担当 150ss）

感じる

40.7%

どちらともいえない

34.7%

感じない

24.7%

Q. 「円滑な営業活動を推し進めるにあたって、勤めている企業が環境貢献について発信することは重要」だと感じるか？
（ｎ＝営業担当 150ss）

▶「感じる」と回答した人を会社規模別に見ると・・・
（ｎ＝64ss）感じる

42.7%
どちらともいえない

39.3%

感じない

18.0%
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◆広報・宣伝担当の環境貢献意識： 

広報・宣伝担当の環境貢献活動における悩みのトップは「数値化するのが難しい」 

広報・宣伝担当（150 名）に対し、環境貢献活動における悩みを尋ねたところ、「数値化するの

が難しい」が最多回答で約 4 割となりました。次いで「ユニークな発信」や「他社との差別

化」、「社内の共感を得るための伝え方」といった、発信の方法に関する悩みが続きました。 

広報・宣伝における紙での情報発信について尋ねてみると、「まだ紙媒体で情報を得る方も多

いと思うため」や、「紙媒体でしか伝わらないことが多いと思うため」などの理由で、引き続

き紙媒体での情報発信を続けたい意向がある方が一定数いることがわかりました。 

一方で、今回の調査対象者のうち、17.3%がすでに「紙媒体で情報発信をしていない」とするな

ど、情報発信を完全にデジタル化している企業も一定層あることがうかがえます。 

Q. 環境貢献活動における広報・宣伝活動の悩み［複数回答］ （n＝広報・宣伝担当 150ss）

その他の回答
項目 %

企業イメージの向上につながりにくいと感じる 17.3%

（グリーンウォッシュのように）自社が発信することで批判を受ける懸念がある 7.3%

その他 2.7%

40.7%
数値化するのが難しい 26.0%

ユニークな発信
メディアやＳＮＳで

取り上げられるような

ユニークさがない 23.3%
他社との差別化

20.0%

社内の共感を

得るための伝え方

Q. 紙媒体で情報を発信することについてどのように感じるか［複数回答］ （ｎ＝広報・宣伝担当 150ss）

28.0%

22.7%

25.3%

15.3%

8.0%

17.3%

0％ 5％ 10％ 15％ 20％ 25％ 30％ 35％

まだ紙媒体で情報を得る方も多いと思うため、引き続き続けたい

紙媒体でしか伝わらないことが多いと思うため、引き続き続けたい

読み手が減っている（デジタル消費に移行している）と思うため、

紙媒体での発信は減らしたい

環境にとってよくないと思うため、紙媒体での発信は減らしたい

他社の様子を見ながら紙媒体の比率を検討していきたい

紙媒体で情報を発信していない



 
 

◆情報システム担当の環境貢献意識： 

情報システム担当者の４人に１人は環境貢献に対して、「何から手をつければ良いのかわから

ない」と回答 

情報システム担当（150 名）が環境貢献をするにあたって苦労していることのトップは「何から

手を付ければ良いのかわからない」で、情報システム担当の約４人に 1 人が、環境貢献のために

業務の中で何をすべきなのかわからないと感じていることがわかりました。 

また、環境貢献をするにあたって情報システム担当が苦労していることについて尋ねたとこ

ろ、「社内マニュアルなどのデータ化」が 35.3%でトップ、次いで「リモートワークの導入」

が 28.0%で続きました。情報システム担当者は、ここ数年で急速に拡大した働き方改革に関す

る業務が環境貢献に寄与していると感じている傾向が明らかとなりました。 

Q. 環境貢献をするにあたって情報システム担当が苦労していること［複数回答］ （ｎ＝情報システム担当 150ss）

25.3%
24.7%

22.0%

22.0%

20.7%

12.7%

1.3%

0％ 5％ 10％ 15％ 20％ 25％ 30％

何から手をつければ良いのかわからない

環境貢献の努力をしても社内外に「環境貢献のため」であることが評価されづらい

取り組み成果を把握するＰＤＣＡ設定が難しい

環境に関わる経営方針や課題、目標を共有できていない

現行業務と対応システムにおける環境課題を把握できていない

環境配慮に関する技術の動向を把握できていない

その他

Q. 情報システム担当が今後「環境貢献のため」に取り組むべきと考えていること［複数回答］
（ｎ＝情報システム担当 150ss）

35.3%
28.0%

25.3%

22.0%
22.0%

21.3%
20.0%

18.7%

11.3%

1.3%

0％ 10％ 20％ 30％ 40％

社内マニュアル等のデータ化

リモートワークの導入

ＩＴ機器導入によるペーパーレスの促進

ＩＴ機器のリサイクルマネジメント

エネルギー使用量の低減による温暖化対策

省エネ仕様のＩＴ機器の導入

電気削減目的でのサーバーのクラウド化

ＩＴ機器廃棄時の適正な処理（含有化学物質のマネジメント）

省エネへの取り組みが伝わるベンチマークの設定

その他



 
 

◆総務・人事担当の環境貢献意識： 

社員の環境貢献意識を高めるためにはペーパーレスとクールビズが有効との回答が多数 

総務・人事担当（150 名）

に、人材採用時に会社の環境

貢献度を伝えることの効果に

ついて尋ねたところ、35.3%

が「効果がある」と回答しま

した。「どちらともいえな

い」「効果がない」も 3 割超

という結果となり、求職者に

環境貢献度について伝える効

果については、意見が分かれ

ました。 

続いて、社員の環境貢献意識を高めるための方法について尋ねると、「紙資料の削減推進（ペ

ーパーレス）」と「クールビズの促進」がほぼ同率でトップという結果になりました。すでに

各社で普及しているペーパーレスやクールビズは、社員の環境貢献意識を上げるために有効で

あるという考えが一般化している傾向が分かりました。 

 

Q.人材採用時に求職者に対して会社の環境貢献度を伝えることに効果があると思うか
（ｎ＝総務・人事担当 150ss）

効果がある

35.3%

どちらともいえない

32.7%

効果がない

32.0%

Q. 社員の環境貢献意識を高めるために総務・人事担当として有効だと思うもの／実施していること［複数回答］
（ｎ＝総務・人事担当 150ss）

46.7%
46.0%

31.3%

22.0%

19.3%

18.7%

14.7%

12.0%

3.3%

0％ 5％ 10％ 15％ 20％ 25％ 30％ 35％ 40％ 45％ 50％

紙資料の削減推進

クールビズの促進

テレワークや短時間正社員といった多様な働き方の導入

環境対策に関する社員研修の実施

公共交通機関の利用推進

環境対策取り組みに関するＩＲ担当者や広報担当者と連携し…

ＩＳＯ１４００１等の認証取得

「環境や社会にやさしい会社」などの訴求による採用力の強化

その他



 
 

◆経営・経営企画部門の環境貢献意識： 

環境貢献にあたって最も意識するデータは「電気に使う金額」と「紙に使う金額」 

経営者を含む経営・経営企画部門（150 名）に、企業経営をしながら環境貢献をすることの難し

さを尋ねたところ、「従業員への意識付け」と「利益をあげながら環境貢献をすること」がほ

ぼ同率でトップに挙げられました。 

環境貢献にあたって最も意識するデータを聞いたところ、「電気に使う金額」「紙に使う金

額」がトップ 2 に挙げられました。企業経営をしながら環境貢献をするにあたり、経営の中で

意識するポイントはコスト面であり、環境と事業の両方を進めるにあたって重要視されている

といえます。 

Q. 企業経営において、環境貢献をするために難しいと考えていること［複数回答］
（ｎ＝経営・経営企画部門 150ss）

38.7%
38.0%

26.0%

23.3%
21.3%

14.7%
14.0%

13.3%

2.0%

0％ 5％ 10％ 15％ 20％ 25％ 30％ 35％ 40％ 45％

従業員への意識付け

利益をあげながら環境貢献をすること

数字を開示すること

社員のモチベーションを向上させること

企業価値を測定すること

デジタル業務フローを導入すること

製品や技術、サービスで環境貢献すること

他社との差別化

その他

Q. 環境貢献にあたって最も意識するデータ［単一回答］
（ｎ＝経営・経営企画部門 150ss）

28.7%
22.0%

17.3%

10.0%

6.7%

6.0%

2.7%

2.0%

1.3%

3.3%

0％ 10％ 20％ 30％ 40％

電気に使う金額

紙に使う金額

環境負荷データ（温室効果ガス排出量など）

廃棄物処理データ

環境会計データ（環境保全のためのコストと、その活動によって得られた環境保全の効果）

従業員アンケートの結果

企業イメージ調査の結果

化学物質管理データ

外部監査の結果

その他


